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可逆量子磁束パラメトロン  (Reversible 

Quantum-Flux-Parametron; RQFP) [1] は超伝導

回路である断熱型量子磁束パラメトロン 

(Adiabatic Quantum-Flux-Parametron; AQFP) [2] 

回路を用いて構成された可逆論理ゲートであ

る。RQFP は可逆演算により、4.2 K における

熱雑音エネルギーを下回る消費エネルギーで

動作することが可能である。 

 我々は RQFP ゲートを用いた可逆計算機の

開発を行っている。今回 RQFP を用いた D ラ

ッチを設計し、測定を行った。RQFP ゲートを

用いた D ラッチの顕微鏡写真と測定結果をそ

れぞれ Fig. 1, Fig. 2 に示す。Fig. 2 より、Dラ

ッチが正常動作していることを確認した。 
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Fig. 1 Micrograph of a D-latch using RQFP, 

where Qn+1, A and Qn+1, B are outputs, x, y and z are 

garbage outputs. 

 

Fig. 2 Measurement results of a D-latch using 

RQFP. 
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